平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 3，We’re Talking 1
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）
評価規準：

  Could you tell me the way～?で道をたずねたり，goやturnなどで道順を説明したりする道案内の会話をすることができる。
評価方法：

【スピーキングテスト（ダイアローグ）】Exerciseのskitとパラレルなタスクを行う。

ペアでのインタビューテストを行い，その様子を観察して評価する。２枚でセットになったロールプレイカードを1枚ずつ生徒に渡し，その指示に基づいて2人で道案内をする。カードにはインタビュアー用の指示とインタビュイー用の指示が書かれているので，役割を交代してもう一度道案内をする。

評価のポイントは，①まっすぐ進む，②右折または左折する，③向かって右側もしくは左側に見える，の３点を含めて説明ができるか，ということで，事前に生徒に伝える必要がある。
留意点

　テストを行う際は，教室に戻った生徒が情報交換することのないように人の動きに注意したり，ALTと面接テストをさせ，教室に監督の教員がつけるようにする。また，テスト以外の時間に行う課題を与えておく。
評価基準：A・B・Cの3段階

A：インタビュアーとして，Could you tell me the way～?と言って相手に道をたずねることができていると同時に，インタビュイ―の立場では，３点を含めて，正しく道案内ができる。意味が曖昧となるようなグローバル・エラーを含んでいない。

B：インタビュアーとして，Could you tell me the way～?と言って相手に道をたずねることができている。インタビュイ―の立場では，３点を含めて，正しく道案内をしようとしているが，意味が曖昧となるようなグローバル・エラーを含んでいる。
C：インタビュアーとして，Could you tell me the way～?と言って相手に道をたずねることができない。またインタビュイ―の立場では，３点を含む道案内ができていない。

評価課題：

（地図）



留意点

　パラレルな活動を行うために，教科書掲載の地図とは異なるものを使用する。建物の場所によって曲がる回数が変わると難易度も変わるので，生徒によって不利益が生じないよう，曲がる回数を全体で統一する必要がある。
解答例：

（地図に合わせる）

1 bus stopの例

A:
Excuse me. Could you tell me the way to the bus stop?

B:
Well, go down this street and turn left at the restaurant.

A:
Turn left at the restaurant.

B:
Yes. You’ll see it on your right.

②～⑤（省略）

留意点

評価対象となるのはCould you tell me the way to～?の表現と道案内のしかたであるので，それ以外の表現は評価の対象とはならない。例えば，AがTurn left at the restaurant.と確認しなくても評価が下がることはない。Bがそこで止まってしまった場合には”Go ahead.”などと言って先を促す必要がある。

道案内をするときは，３点のポイントを含んでいれば，文の数は問わない。またGo straight，Walk down，Go two blocks，Turn left at the second corner.などの類似表現も正答となる。ただし，ここでは言語活動の取り組みではなく，道案内の正確さが評価対象となるので，left/rightなどを正しく言い，概ね理解できる内容であっても，正確な英語で伝えられなければ基準を超えたとは判断されない。









ロールプレイカードＡ-①


ペアで道案内のロールプレイをしてください。会話は「道をたずねる側」と「道案内をする側」との２回行います。





最初にあなたが道を尋ねる役をやります。


バス停までの道を聞いてください。





次は相手が，ある場所までの道をたずねるので，適切に答えてください。





ロールプレイカードＡ-②


ペアで道案内のロールプレイをしてください。会話は「道をたずねる側」と「道案内をする側」との２回行います。





最初に相手が，ある場所までの道をたずねるので，適切に答えてください。





次はあなたが道を尋ねる役をやります。


お城までの道を聞いてください。








